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①本時を構想する上でポイントとなる素地


○問題解決のための知識・技能


・正方形の面積は「1辺×1辺」で求められることを理解している。


○既習内容とつなぐ見方・考え方


・既習の数は，すべて数直線上に大きさの順に並んでいることを学習している。


○共同追究でのゆさぶり


・電卓が末尾を処理して表示していることに気づく生徒は少ない。


○ゆさぶりに対応する経験


・2乗する九九は9通りしかないことを知っている。





≪定着・活用問題≫





授業計画･実施記録





主眼





≪学習問題≫








≪学習問題≫


右の図のように，数直線上に面積2㎝２


の正方形（色のついた図形）をつくった。


Ａ，Ｂ，Ｃの大きさを求めよう。
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②見通し:Ａ＝1，Ｃ=2はわかる。1＜Ｂ＜2までは読み取れる。


→Ｂが正方形の１辺の長さであることを使えないか。





②学習課題:電卓を使って，2乗して2になる数を見つけ，Ｂの大きさを求めよう。





１　課題とまとめを一体のものとしてとらえるには





③個人追究:電卓を使い，区間を狭めてＢに近づけていく。





④共同追究前半（追究経過の発表、困難の確認）


「1.4＜Ｂ＜1.5，1.41＜Ｂ＜1.42，…と小数点以下を増やしていくと，どんどんＢに近づいていく。」


「1.4142135２＝1.9999998，1.4142136２＝2.0000001となり，もう一歩まで追い詰めたが，8桁電卓の限界だ。」





④共同追究後半（思考を深める）


「（電卓の結果に着目し）このかけ算の答えは正しいかな。」


→「末尾が5ならば、5×5で積の末尾も5になるはず。四捨五入して8になっているのかな。」


「一の位が幾つなら積の一の位が0になるだろうか。」


→「2乗して一の位が0になる九九はない。このまま計算を続けても、Ｂは表しきれない。」





⑤まとめ（児童生徒の言葉で）


・面積2㎝２の正方形の１辺は，およそ1.414㎝である。


・2乗して2になる数は，数直線上には表せるのに，小数では表しきれないことがわかったが不思議だ。





⑥定着･活用問題


右の図のように、数直線上に正方形がある。


(1）正方形の面積を求めよう。


(2）Ａの大きさは小数で表しきれないことを


説明しよう。
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＜本時の展開に当たっての留意点＞


・学習問題を提示する場面で，面積2の正方形をつくる活動を位置付けると，� EMBED Equation.3  ���の線分の存在を確認できる。


・Ｂの大きさと1辺の長さが結び付きにくい場合には，Ｂを作図する操作をイメージさせる。


・小数で表しきれないことを新たな数の必要性とつなげて平方根を導入したい。





【板書計画】
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